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第4章
3調査、 予測及び評価の手法

2)火力発箆所•原子力発電所に係る参考手法

2)火力発電所 ・ 原子力発電所に係る「参考手法」の具体的内容

0大気質

硫黄酸化物［影響要因の区分：施設の稼働（排ガス）］ ＜原子力発電所は除く＞

ー 調査すべき情報
イ ニ酸化硫黄の濃度の状況
ロ 気象の状況

二 閥壺(J)甚本的な手法
文献その他の資料及び現地謂森による惜報の収集並びに当該情報の幣l!I!及

ぴ解析。 この揚合において、 前号イの情報については環境甚準において定め
られた二酸化硫黄に係る大気の汚染について (I) 測定の方法｀ nfr号口の情報に
ついては気象業務法施行規則（昭和二十七年迎餘省令第百 一 号）第 一 条の二
又は第 一 条の三1：：応づく技術上の恭準による測定の方法。

三 調剤地城
硫黄酸化物の拡散の特性を踏まえ、 砒黄酸化物に係る環境影婚を受けるお

それがある地城
四 瀾査地点

確黄酸化物の拡散の特性を踏まえ、 前号0)脚査地域における砒黄酸化物に
係る瑕境影楷を予HII

I
し ｀ 及び評価するために適切かつ効果的な地点

五 調査期間等
原則として 一 年間（第 一 丹•口の情報において、 高屈0)気象を購査する場合

は、 各季節ごとに各 一 週間）
六 予測の甚本的な手法

大気の拡散式に甚づく則論計算
七 予ifllj地域

第三号の調鉦地城(J)うち、 硫黄酸化物の拡散の特性を踏まえ、 硫黄酸化物
に係る環撹影響を受けるおそれがある地域

八 予測対象時期等
発電所の巡転が定常状態となる時期及び硫黄酸化物に係る環境影轡が最大

になる時期（最大になる時期を設定することができる場合に限る）

［解 説）
ー 調査すべき情報について

イ ニ酸化硫黄湊度の状況
発電所周辺地域における大気中の二酸化硫黄濃度について調査する。

ロ 気象の状況
(1)地上気象

風向、 風速、 日射盤、 放射収支量
H射批、放射収支批は、 「 発常用原子炉施設の安全解析に関する気象指

針」（昭和57年、 原子力安全委員会決定）に定められた大気安定度分類の
手法を用いるために、 同指針に基づき調査する。

なお、 測定値（大気安定度を含む）の欠Hilj率は辿続した12カ月におい
て、 原JllJとして10％以下とする [9

(2)面屑気象
廊向、 風油及び気温
発泡所の排ガスが拡散するi新度付近の気象の状況について調査する。
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(3)上阻気象
風向、 風速

第4t;'t
3調査予測及び評価の手法

2)火力発祖所・原子力発電所に係る参考手法

大気拡散予測において、 上雁の風向、 風速については、 地J:::気象観測
調査結果からの推定又は煙突商さ付近の尚度における実測デ ー タ等を基
に設定することとしているが、 煙突高さ付近において実測を行う場合に
は本項に品づき行うこととする。

ー 調査の知本的な手法について
a 文献その他の賓料
ィ ニ酸化砒黄の濃度の状況

国又は地方公共団体が股槌・測定している大気測定局における測定結果
をとりまとめた資料とする。

ロ 気象の状況
既存の気象観測施設が存在する場合、 過去に当該地域で1視測された資料

が存在する楊合等において、 予測を行うために十分な情報が得られる時は
それらを利用することができるが、 それ以外の場合は現地閥査を行うこと
とする．

なお、 第4章3 (2)に示す簡酪化条件(500頁参照）に該当する坦合は、
両層気象糾測を省賂できるものとする‘’

b 現地調査
イ ニ酸化琉黄の濃度の状況

「大気汚染に係る環境基準について」（昭和 48 年環境庁告示第 25 号）の二
酸化硫黄に係る大気の汚染についての測定法として定める溶液淋電卵法又
は紫外線蛍光法による。

ロ 気象の状況
JJ;（則として、「気象業務法施行規則」（昭和27年運輸省令第101号）第1条

0) 2又は第1条の3に基づく技術上の甚準並びに「発電用原子炉施股の安
全解析に関する気象指針」（昭和67年、原子力安全委員会決定）に基づく方
法とするが、 あわせて「地上気象観測指針」（平成14年、 気象庁）及びf高
磨気象観測指針」（平成 16年｀ 気象庁）等を参考にして実施する。

― 謂査地域について
イ ニ酸化航政の涙度0)状況

予測において年平均消地濃度を求めることから、 調査地域は、 椅地猿度
が相対的に高くなる地域を包含する範囲として、 原則

．
として発垣所を中心

とした半径20kmの範圃とする。 なお、 過去の殖霰所アセスメントの知見と
当該事業の甜元等から、 恙地濃度が相対的に高くなる地域と発蕗所の距離
が過去の事例と比べて大きく異なると判断される楊合には、 当該地城を包
含するように閥査地域を設定する。 ただし、 悔域については現況浪庶に関
する惜報が得られないため、 対象範囲から除外するものとする。

四 調査地点について
ィ ニ酸化硫黄の濃度の状況

調査地点数は、lo地点程度を標準とする。
調査は、 原則として、 地方公共団体等の既存の測定局における測定結果

を集約するものとするが、予測・評価に十分な情報が得られない場合には、
事業者が新たに測定局を設置する。

測定）泊股置地点の選定に当たっては、 他の汚染源0)配置、 当該地城の風
配と提電所の位置関係等を考慮し、 予測・評価を効果的に行うことができ
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るように留意する。
ロ 気象の状況

第4章
3調査予測及び評価の手法 S

2)火力発電所・原子力発電所に係る参考手法

原則として発君所設置の場所又はその近傍ll) 1地点とする。
五 調査期間等について

• 文献その他の貸料
極力最新のものを用いる。

b 現地調査
調査は原則として1年間とする。
高層気象の調査に当たっては、 各季節を代表する時期や気象状況を考慮

して調査時期を選定することとする，
ハ 予測の基本的な手法について

排剌の拡1放現象は、 時間的にも空間的にもII寺々刻々仮化する現象であるの
で、 大気拡散予測に当たっては、 技術的に知り得る自然界鉾ll)俯報を有効に
括用できるとともに、 それらの知り得る情報のレペルに適合した予測手法を
選択することが重要である。さらに、評価の妥当性や予測精腹を勘案すると、
予測時間スケ ー ルの大きい年平均値予測を主体とするのが妥当と考えられる。

ただし、 年平均餡に加えて短期的な濃度の変動幅を把掘するために、 日平
均値の高濃度についても予測することとする。

また、 必要に応じて逆転辟形成ll寺、 ダウンウォッシュ発生時等の特殊気象
条件下における渚地濃度の1時1Ul値の予iりについても「窒素酸化物総此規制
マニュアル（新版l」（平成l2年、 公宙研究対策センタ-)等に品づき実施す
るとともに、 地形の影響については、 数値計算による予測結果に大きな影態
を及ぽすおそれがある楊合には検討する必要がある り その手法については、
風洞実験と電力中央研究所の数値モデル、llP/\（米国猿境保護庁）のISC-ST3
モデル等を滴宜選択して利用することとする。

なお、 年平均値の予測手法として地方公共団体筈で使用されているモデル
があり、 より適切であると判断される場合は、 そのモデルによることができ
るものとする。

(1)年平均値の予測手法
. 月|•練式；

火力発竜所の排煙の拡散予測は、 排煙の上昇を考應した有効煙突高
さからの拡散をモデル化した数値計筒により行う、9

なお、 有効態！突高さは、 煙上昇商さ計興式により求めた煙上昇両さ
に煙突実高さを）JII節して求めるが、 集合煙突の場合には、 煙突口が接
合していないと煙突口11!1隔により、 姪突の集合効果が減少する場合も
あることに留意する、9

煙上昇高さ計•第式及び拡散式については原則として「窒素酸化物総
趾規制マニュアル〔新版］」に基づき選定するものとするが、 地方公共
団体等によるモデルを使用する場合はその手法に従うこととする，

b 予測条件
拡散予測に必要な排ガス旦、 汚染物質排出枇締の煙源条件は、

対象煙源の年間利用率及び日負術パタ ー ンをモデル化し、 それら
に基づき算定するものとする 口

ii 発電所のような大規模高煙源については、 有効煙突裔さが麻い
0)で、 排短の拡散場条件は地J-＿付近とは異なっている場合が多い
ことから、各種気象観測結果等を用いて上層の拡散場を設定する 口
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第4車
3調査、 予測及び魯t/illiの手法

2)火力発准所・原子力発電所に係る参考手法

0発隙所の設置の場所近傍の鉄塔、 歴突等において、 またはドッ
プラーソーダー等によるiiii年のJ:層気象観測が行われている場

合は、 上層拡散場の風向、 風速としてこれを使用することがで
きる。

0地上気象観測結果から上層の風向｀ 風速を推定する場合におい
て、 風向は、 原則として地J::気象似測結果を使用する口 また、

風速は、 原則として地上気象観削11結米を基準に、 風速鉛l直分布
のべき沈則を用いて上屈風速を設定する、9

風速鉛直分布のぺき法則は次式に示すとおりであり、 べき指
数（l)）は原則として而展気象観測結果を用いて設定する。 ただ
し、 第4章3 (2)に示す簡節化条件(499頁参照）に該当する場
合は、 ぺき指数(p)は、 ｛窒索酸化物総紐規制マニュアル（新
版）」に示す値を用い設定することができる。

U z = U s · (Z I Z s)" 

ここで Uz ： 上屑風速(m/s)

Us : 基準高度の風速(mi�)
z : _I:眉高度(ml
z" : Mi湘高度(ml

p : べき指数

0上／酋の拡散パラメ ー タについては、 事業特性、 地域特性を勘案
して地上0)大気安定度を菟に設定するが、 その際には「窒素酸
化物総母規制マニュアル（新版］」等の知見を参考にすることと
する、9

ただし、 拡散予測において地方公共団体等によるシミュレー·
ションモデルを利用する紛合には、 そのモデルの定める方法を
用いることとする，

c 予8li）結果のとりまとめ
年平均値の予測結果は、 発露所周辺馳城の大気質測定局における予

測浪度一覧表及び予ffliJ濃度値の等湊度線図（コンタ ー 屈l)で表示する
ものとする ．． 

箱濃1度線図については、 図中に梅岸線｀ 行政区画、 発箆所の骰置の
場所、 現況調査点等を併せて表示し、 予測地点として選定した測定局
が発酋所排煙0)培地濃朕が両くなる地域からも選定されていることを
確認できるようにする．

火気質測定局における予測濃度値 一 覧表については、 大気質測定局
名、 将来の環境の状況（推定が困難な揚合は現況調査結果）、 予測浪度
値及び必要に応じて将来の環境の状況と予測濃度値を合成したも0)を
示すものとする。

(2)日平均値の予測手法
a 計算式

煙上昇式及び拡散式は、 年平均値の予測手法と同じ手法とする。
b 予測条件

日平均値予測の拡散場条件は、 年平均値予測で用いるものと同 一 の
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第4章
3調査、予測及び評価の手法

2)火力発箆所・原子力発竜所に係る参考手法

1年間の気象調査によって得られる毎時の実測デ ー タを基にし、 年平
均値予測と同じ手法により上層の拡散場条件を設定する。

C 予測結果のとりまとめ
H平均値の予測結果については、 選定した予測地点毎に、 原則とし

て寄与浪度の最大値上位5日間の平均値を表形式にとりまとめるもの
とする。 また、 必要に応じて測定局の高澄艇日における日平均値も同
様とする。

(3)特殊気象条件下の予測手法
特殊気象条件下（逆転囮形成時、 ダウンウォッシュ発生時、 内部境界

屈発達によるフュミゲ ー ション狛生時）における短期予測 (1 時間値）
については、特殊気象であるため年111]を通じて発生が限られることから、
煙源条件及び気象観測結果などを勘案し、 適宜、 必要な特殊気象につい
て予測を行う。
• 逆転層形成II寺

煙突上部に逆転摺がある場合は、 次図のように排煙が逆転筋を突き
抜けずに、 排癌が逆転屑より上方への拡散が妨げられ、 燕（リッド）
があるような状態となり高涛度となることがある。

ふ·卜•-.． ．9·,．：••-：•-‘‘へ•:•吋示：·9�9ー：·；·:r：尺ベ―’C;·:-,,す：吋9―:r:·，・：；•：元が':•,·;·,·;·,,-.,,,-,

．麿逆！云層 印翁象叫腿叩叫叩叩嶺翁叩叫噸叫叫i’· ei:.i.：I叫．江．二＆と．： 9.；·中出益担．i:；出．；ふ；ぶ迄：．；：ぶ．；，；ぶ迄；·;4：ぶ；： ： ：硲．：ぶぶ糾

: - · ̀ ’ 

:. ‘‘ 

煙突 /I ＼ 疇疇�り’9し ；ぶヽ « 
`‘ 

予測方法は、ifli屈気象観測結果を用いて「窒素酸化物総枇規制マニ
ュアル（新版］」に示される方t去により逆転層突き抜け判定を実施し、
逆転層を突き抜けず、 かつ有効煙突高さが逆転脳より低い場合は、 必
疫に応じて予測を行うものとする。

計掠式
姪上昇式及び拡散式は、 「 窒素酸化物総紐規制マニュアル［新版l」

等を瓦に選択する。
ii 予測条件

短期予測 (1 時間値）に必要な排ガス虻、 汚染物質排出墨等の
煙源粂件は、当該発隧所の平均的な浬転状況に応じたものとする。

また、 風速及び拡散条件悴は、 気象胴査結呆から逆転脳形成時
の条件を選定し、 設定するものとする。

なお、第4章3 (2)に示す発祖所リプレ ー ス等における筒略化条
件 (500 頁参照）に該当し面層気象観測を行わない楊合、逆転隧高
艇などをパラメ ー クとした感度解析により予測の変動幅を把梱し
た上で予測に用いるパラメ ー タを選定することとする。 バラメ ー
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第4章
3調査、予測及び評価の手法

2)火力発常所・原子力発電所に係る参考手法

クの選定は、拡散計籐結果と大気質モニタリング結果を比較した
霞中研報告筈を参考に行う（r環境アセスメントの簡略化方法に棋l
する調産（その2)一気象観測および大気質観測の簡略化のため
の手怯提案ー」（電力中央研究所研究報告 V06002, 2006 )）。

面 予測結果のとりまとめ
短期予測結果(1時間値）については、焙軸上の最大苛地浪度、

最大渚地樅度距離及ぴ予測祁元をとりまとめるものとする。

煙突ダウンウォッシュ発生時
強風時には、次図のように煉突自体の風下側に生じる渦に排揺が巻

き込まれる現象が発4：する場合がある。この現象が生じると排煙によ
る上昇がなくなり、有効煙突高さが低くなるため、地上淡底が高くな
ることがある U

： ： ： ： ： ： ： ； ： ：百·.．
: ： ： : : : ： : ; ； : : ; ： ： ： : ： ； ： : ： ： : ； : : i ; : : ： : i : i : ; ： i : : : ： ； ： ： ： i i i : i :
:． ： ： ； : ； ； i : : : i : i ; i i i ; i i i i :� ; ； ; : ; : ; : : ; : •'•. • : ： : :．： : : ; : : ：冒へゃーこ二言

煙突

C 

煙突ダウンウォッシュの予測方怯については、「 窒素酸化物総凪規制
マニュアル（新版）」に基づき、排Wガス速度の2/3倍以上の風速があ
る場合に、必要に応じて予測を行うものとする。

i 計算式
煙上昇式及び拡散式は、「窒素酸化物総jil・規制マニュアル（新版）」

等を基に選択する、9

ii 予測条件
短期予測(1時rIIl値）に必要な排ガス且、汚染物質排出昂節の

煙源条件は、当該発霞所の平均的な運転状況に応じたものとする。
また、風速及び拡散条件等は、気象胴怪結果から煙突ダウンウ

ォッシュ発生時の条件を選定し、股定するものとする。
iii 予測結果のとりまとめ

短期予測結果(l時間値）については、煙軸上の最大培地濃度、
最大菊地湊度距離及び予測諸元をとりまとめるものとする。

建物ダウンウォッシュ発生時
次図のように、強風時には、近憐0)述物影態により、風下側に生じ

る渦に排煙が巻き込まれ、煙が地上付近に到逹することにより、地上
で商浪度が発生することがある。 ー·’・•□, 

煙突
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建物ダウンウォッシュの予測方法については、 煙突の高さや煙突と
周辺建物の配爵閥係が以下の条件に該当する場合に、 必要に応じて予
測を行うものとする。
く建物ダウンウォッシュ発生条件＞

HS < HB + 1. 5LD 
HS :煙突実高さ(ml
HB :建物の混さ(ml
LB :述物の店さ(HB)と建物の横幅(WB)の小さいほうの値(m)
ただし、 対象とする娃物は、 次図のように、 姪突が建物の風上側

に2LB、 風下側に6Lりの範U月にある述物とする 口

鼠の調れ
［平111111111 :-:•:•:•:•:•:•:•:•:•:•:•:•:•:•:•:•:•:•:•:•:•:•:•:•:•:•:•:•:•:•:•:•:•: ・ 1/2LO

· .· .·.·. · -·.·.· . ,·.·.·.·.·.·.·.·.·. ·.·.·.·.·.·.·.·.·.·.·. 

.. • : :. :·:'：図： 1 姐物 I ：忍図翠望望芦翠忍翠社 'i五：：．・．・，•．•.•. •, •. • ·.·.·.·』•.•. •. •. •. •. •. •. •.·.·.·.·.·.·.·.·

,·.·.:,:,:,::-1・： · ： · ：・： 9 ： • I : · : · : · : · : • : • : · : · : · : · : · : · : · : · : · : • : · : · : · : · 1/2L6 
6LB 

llllillllll!ll .·.·.·.·.·.·.·.·1·.·.·.·.·.·1·.·.·.·.•.·:•,•,·.·.·.·.· ・', • ,. 9 , ．＇.,.. 

| 1 
惇突：

HD+ 1. 6LD 
： ： ：

．
： ： ： ： ： ： ： ：・• ` · : : 猿物 ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： 凡例

区引翡翡澁ヽ

計孵式
煙上昇式及び拡散式は、 EPA （米国環境保股庁）のI SC-PRIME 

等を基に選択する．
il 予測条件

短絹l予測(1時IIM値）に必疫な排ガス且、 汚染物質排出枇等の
姪源粂件は、当該発電所の平均的なi!!!転状況に応じたものとする、9

また、 風速及び拡散条件締は、 気象調査結果から建物ダウンウ
オッシュ発生時の条件を選定のうえ設定するも0)とする。

iii 予8111結果0)とりまとめ
短期予測結果(1時間値）については、煙軸J::の最大着地濃艇、

最大荷地濃樅距離及び予測諸元をとりまとめるものとする。

d 内部撹界暦発達によるフュミゲーション発生時
次図のように、 煙突からの排煙は悔風暦に排出され内陸側に流れた

後、 内部挑界屈町こぶつかると、 急速に地表近くまで降下するフュミ
ゲ ー ションが生じ、 高談度となる可能性がある。
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風

→

→

→

 

r - - - ＂ •7. • : : ： : ; : ； : ： : :: ：: - - -.7.、7.. h蔀造因
梨: --· ：・： ： ： ：蒋奨裟；： ： ．； ： ： ： ； ． ； ； ； ： ！ ． i． i. •. 

• : ·’· : ： ： ： : : ： • : • : ； : : : : ： ;, 9 : ．． ． ． ． ． ． ． ． ． 

• ; ： ： ; ; 9 ; ： ： ； ： ： ； ; ： ： ； ： ; : ； ! ； ： : : ; ； ; : : ． 

9 : : ： ： ； ; : i : i i i : i i i i i i i ! i i i i
| 

•::;：担．：iれの :::ii翡！ iiiiiii!iii
．i.：：：大きい領様： 翡翡翡翡翡. :,::::::::::::::::::::::::::::::::::::: ・,:・：・：・：・：・：・：・：・：・：・：· :・：・：・と：ヽ：• 9, ． 

悔（冷），

＊内/111胆界陪：
一般に4tから夏Iこかけた9打天時には、水溢の低い柑上から洲れてくる悔

釦ま大気の乱れの小さい安定した大気1/:llこなっている凸一方、J恨表近
くでi文日射によるiしれの大きな大気府が生じている。この洵上から計t
れてきた乱れの小さい大気層と1也表近くの乱れの大さな大気扇がlk
する境昇の内11l1を内郎屈界陥という．

予測方法は、高厖気象観測結呆等を用いて｀先行事例等によりフュ
ミゲーションが発生する可能性のある内部境界恩の出現状況について
検討し、発生する可能性がある場合は、必要に応じて予測を行うもの
とする。

計算式
姪上昇式及び拡散式は、それぞれ「窒素酸化物総巌規制マニュ

アル（新版〕」、ブュミゲーションモデル(Lyons&Cole 1973)等
を基に選択する。

ii 予測条件
短）り1予測(1時間値）に必要な排ガス砒、汚染物質排出散等の

煙源条件は、当該発屯所の平均的な運転状況に応じたものとする口
また、風速及び拡散条件等は、気象調査結果から内部境界層発

達によるフュミゲーションが発生する可能性がある時の条件を選
定のうえ設定するものとし、内部境界屈の発達位懺は周辺地形及
び海岸線等を勘案のうえ適切に設定するものとする，

なお、内部境界層発達高股式の比例係数などをパラメ ー タとし
た感度解析により予汎l]の変動幅を把掘した上で予測に用いるパラ
メ ー タを選定することとする，内部境界屈発達高度式の比例係数
については、1 ~ 6（上部安定降に生じる対流混合の影替が及ぶ
遷移領域のエントレイメント涸を加算する場合は1 ~ 10)という
報告（安逹ら）があるので、この範囲から、拡散計算結果と大気
質モニタリング結果を比較した誼中研報告等を参考に選定する

（「環境アセスメントの簡詑化方法に関する訓査（その2) 一 気象
観測および大気質観測の簡略化のための手法提案 ー 」（疸力中央研
究所研究報告 V06002,2006)）。

ili 予測結果のとりまとめ
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短期予測結果(1時間値）については、煙l|趾上の最大消地濃度、
最大滸地洪度距陣及び予測諸元をとりまとめるものとする。

(4)地形影態の予測手法
平地を仮定した棟準的な予測計算方t1; （以下「平地予測Jという。）で

は、 地形に起伏があると、 地上における最大濃度が過小な見iliりとなる
ことがある b 地上淡度が平地予測で過小な見科1りとなるかどうかは、 あ
らかじめ知ることができないが、 これまで実施された風洞実験を幣理す
ると、対象地城内に棟高の高い所があると、煙流の拡散が不規則になり、
地上における最大涙度の出現地点は平地の場合よりも煙源に近いところ
になり、 その濃炭も平地の場合より高くなる傾向のあること、 また、 姪
源の高さ（有効煙突高）が低いほど、 地形の影牌を受けやすいことが分
かっている。

平地予測での見積りが実梱を —卜分に表現しているとは考えられず、 そ
れだけで周辺限境への影魃を評価することは不滴当とみなされる楊合に
は、 地形の影靱も考（俎し得る予測手怯も（井用すぺきである。 客観的な判
断手順としては、 以下の方法が肋められるが、 他に合理的な方法があれ
ばそれによってもよい。

① 当該排姪施股の有効姪突面Heを求める。He 0）月1-簾にはボサンケl
式を用いる。

② 煙源から半径5 km 以内の最大標商と煙源基礎部分の標i軒との差H
6．．ェを求める。

③ 同様に、 姪源から半径20km以内の最大標高と頬源恭礎部分の標，:�iと
の姜H20."を求める。

® H 5.＂.／ l-l oがO.G以上の場合、 あるいはH 20... / II oが1.0以上の
場合、 地形の影梱も考i載し得る予測手法を併用すべきである，

なお、 上記の判定条件は煙源の商さが 一 定以上（有効煉突高が3001n
以上）の場合を想定しており、 これに洞たない低い性源では、 1-15..,
/He または1-1 20"”/Ho が④の条件より多少小さくとも地形の影靱
を考礁し得る予測手法を併用することが望ましい。

また、 地形影梱の予測手法としては、 風洞実験あるいは、 風洞実験
ゃ開外観測との比較を通してその予削梢度が検証され、 これまでの猿
境アセスメントでの評価において実績がある数値モデル、 例えば竜カ
中央研究所の数値モデル（電中研総合報告T71)等を用いるものとす
る， 数値モデルによる地形影脚評価の手順は、 風洞実験と同様の考え
方で次図())とおりである。
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数値モデルによる排ガス拡散計節（平地）

経験的な拡散式の再現（平地）

数値モデルによる排ガス拡l枚月1•第（地形）
平地と同じ流入気流条件

地形影響の評価
• 最大渚地漿度比(a)
•最大猜皿濃度距離比(/3)
・姪軸上治地濃艇比（ッ）

図 数値モデルによる地形影陽評価の手頗
•最＊箔Jill濃度比 (a)＝他）移を対象とした場合の紋大がIJ阻濃度／平地での最大俎池餓瓜

9 /il大培地巖殷匝陣比(a) ＝地形を対位とした揚合の最大陪地濃旗距離／平地での巖大沿11!J濃度距限
・姪軸上沿J也浪餃比 (,)＝地形を対＆とした場合(/)姪軸上岩池讃餃/平地での巣大副釦資旋

一般に数値モデルは気流モデルと拡散モデルから構成され、 例えば
電力中央研究所の数値モデルでは気硫モデルに応力方程式に基づく乱
流モデル(Gibson & Launder, 1978)、 拡散モデルにラグランジェ型粒
子モデル(Thomson, 1987)が使用されている 0

地形影梱を簡易的に取り込んだモデルとしてEPA（米国環境保骰庁）
の1SC-ST3モデルがある。 このモデルは正規型のプル ー ム式を基木と
し、地形標高に応じて排ガスの有効高さを変化させて拡散計算を行う．

（参考文献）
「電力中央研究所総合報告T71」(2002. 4) 
「Gibson, M. M. and Launder, B, E., J,[lluid Mech,86」491-511, (1978) 
「Thomson, D. J., J. Fluid Moch, 180」529-556, (1987)

U.S.EPA ISCST3の引用
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七 予測地域について

予測地域は当該発電所の設戦の場所を中心に、 年平均値における発爾所排

畑の渚地談度が相対的に高くなる地域を包含する範囲とする。 なお、 予測地

点については｀ 年平均値の予測結果及び地域の風配や住居地域等の状況を参
考に現況調査点の中から、 以下の観点を考砒して選定することとする，

a 発電所排煙の培地濃度が相対的に高くなる

b 住居地域等保全の対象となる地域が存在する

c 現況猿度が相対的に高いレベルにある
八 予測対象時期婢について

発電所完成後、 発留所が平均的な迎転状態となる期間において予測し、 ま

た、 設定可能な場合には硫黄酸化物に係る環境影梱が最大となる期間におい
て予iflijする。

九 評(�iの手法について

調査及び予測の結果に基づいて、 硫黄酸化物に係る環境影梱が、 実行可能

な範囲内で回避又は低減されているかを検肘し、 環境保全についての配瑚が

適正になされているかを検討する。

また、 「 大気の汚染に係る環境基紬について」（昭和48年環境庁告示第25号）

との整合が図られているかを検肘する。
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